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1
このレシピについて

このレシピを使用して、Oracle Enterprise Data Managementと Oracle Databaseを同期しま
す。

Note:

このレシピは、統合ストアの Oracle EDM Cloud — Oracle Database | エンタープラ
イズ・データの同期として使用できます。オラクルでは、このレシピをサンプルとし
てのみ提供します。レシピはガイダンス用で、エラーなしであることは保証されませ
ん。このレシピに対するサポートは提供されません。

概要
このレシピは、Oracle Enterprise Data Managementと Oracle Databaseの間でエンタープライ
ズ・データを同期します。
このレシピを使用するには、オンプレミスの接続性エージェントをインストールし、レシピを
インストールして、その中に接続を構成する必要があります。次に、EDM DB抽出同期統合を
使用して、Oracle Enterprise Data Managementのビューポイントからエンタープライズ・デー
タを抽出し、そのデータをデータベース表にロードします。DB EDM抽出同期統合を使用し
て、データベース表からデータを抽出し、そのデータを Oracle Enterprise Data Management
のビューポイントにロードします。
システム要件およびアクセス要件
• Oracle Integration バージョン 23.2.0.0.0以上
• Oracle Enterprise Data Management Cloud

• サービス管理者の役割を持つ Enterprise Data Management Cloudのアカウント
• Oracle Database 12c以上
• 管理者の役割を持つ Oracle Databaseのアカウント
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2
レシピをインストールする前に

データベースに正常に接続し、レシピの抽出を作成するには、次の構成タスクを実行する必要
があります。
接続性エージェントのインストールおよび構成
接続性エージェントを使用すると、オンプレミス・データベースに接続できます。
1. Oracle Integrationで、「設計」、「エージェント」の順にクリックします。
2. 「ダウンロード」をクリックし、接続性エージェントを選択して、任意の場所に保存しま
す。

3. 新しいエージェント・グループを作成します:

a. 「作成」をクリックします。
b. エージェント・グループの作成で、エージェントの名前、識別子および説明を入力し、
「作成」をクリックします。

Note:

Oracle Enterprise Data Managementおよびデータベースへの接続を構成すると
きに作成したエージェントを選択する必要があります。レシピのインストールお
よび構成を参照してください。

4. エージェントの構成をダウンロードします。
a. 作成したエージェントについて、「アクション」 をクリックし、構成のダウンロー
ドを選択します。
InstallerProfile.cfgファイルがダウンロードされます。

b. ダウンロードした InstallerProfile.cfgファイルを、ステップ 2で接続性エージェン
トを保存したフォルダにコピーして、既存のファイルを上書きします。

接続性エージェントの開始
接続性エージェントをダウンロードして構成した後、次のステップに従って接続性エージェン
トを開始します:

1. コマンド・ウィンドウを開き、接続性エージェントをダウンロードしたフォルダにナビゲ
ートします。

2. 次のコマンド: java -jar .\connectivityagent.jarを入力して、エージェントを開始し
ます。

抽出したデータ用のデータベース表の作成
Oracleデータベースで次のタスクを実行して、Oracle Enterprise Data Managementから抽出
するエンタープライズ・データ用の表を作成します:

1. (オプション): 表に対して新しいスキーマを作成します。
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2. 次のスクリプトを実行して、スキーマの下に EXTRACT_UPLOADという名前の表を作成しま
す。
create table EXTRACT_UPLOAD
(
    NAME        VARCHAR2(1024),
    DESCRIPTION VARCHAR2(1024)
)

Oracle Enterprise Data Managementでの抽出の作成

Note:

このレシピは、リスト・ビューポイントから「名前」および「説明」プロパティを抽
出します。抽出を作成するとき、両方のプロパティが含まれるかぎり、抽出の環境に
ある任意のリスト・ビューポイントを使用できます。
このレシピでは、取得済 GL (レガシー)アプリケーションの「コスト・センター」デ
ィメンションを例として使用しており、サンプル・アプリケーションの作成時に使用
できます(Enterprise Data Management Cloudの管理および操作のサンプル・アプリ
ケーションの作成を参照)。必要なプロパティを含むリスト・ビューポイントに対し
て抽出を作成しているかぎり、このアプリケーションを使用する必要はありません。

抽出を作成するには:

1. Oracle Enterprise Data Managementから、抽出を作成するディメンションを検査します。
この例では、サンプル・アプリケーションで使用可能な取得済 GL (レガシー)アプリケーシ
ョンの「コスト・センター」ディメンションを使用します。

Note:

EDM DB抽出同期統合の要求本文に、抽出を作成するアプリケーションおよびデ
ィメンションを入力する必要があります。EDM DB抽出同期統合の実行を参照
してください。

2. 「抽出」タブで、「作成」をクリックします。
3. 抽出の作成画面で、次の値を指定します:

Chapter 2
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フィールド 入力する情報 例
ビューポイント データの抽出元のビューポイン

ト。

Note:

DB EDM抽出同期統
合の要求本文に、ビュ
ーおよびビューポイ
ントの名前を入力す
る必要があります。
DB EDM抽出同期統
合の実行を参照して
ください。

コスト・センター

名前 抽出の名前。

Note:

EDM DB抽出同期統
合の要求本文に、抽出
名を入力する必要が
あります。EDM DB
抽出同期統合の実行
を参照してください。

CCExtract

説明 (オプション)抽出の説明。 コスト・センターをデータベー
スと同期するための抽出。

抽出の種類 抽出の種類。これは、「全体」で
ある必要があります。

全体

4. 抽出のプロパティを選択します:

a. 抽出インスペクタから、「列」タブで「編集」をクリックします。
b. 「プロパティの管理」をクリックし、「説明」を選択して、「OK」をクリックします。

Note:

「名前」プロパティはデフォルトですでに選択されています。
c. 「保存」をクリックします。

5. 抽出をパブリックに移行します:

a. ディメンション・インスペクタから、作成した抽出の「アクション」列で「アクショ
ン」 をクリックし、「上位へ移動」を選択して、「はい」をクリックして確認します。

b. 「保存」をクリックします。

Chapter 2
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3
レシピのインストールおよび構成

Oracle Integrationインスタンスで、レシピをインストールして、統合および関連リソースをデ
プロイおよび構成します。
1. Oracle Integrationホーム・ページの「開始」セクションで、ストアの参照をクリックしま
す。

2. インストールするレシピを検索して、取得をクリックします。
レシピが正常にインストールされたことをメッセージで確認したら、レシピ・カードに「使
用中」と表示されます。

3. レシピで「構成」 をクリックして、そのリソースを構成します。
プロジェクト・ワークスペースが開き、レシピのすべてのリソースが表示されます。レシ
ピをアクティブ化して実行する前に、次のリソースを構成します。

Oracle Enterprise Data Managementの接続の構成
1. 「接続」セクションで、EDM接続をクリックします。
2. 「接続の構成」で、次の値を入力します:

フィールド 入力する情報
プロパティ
接続タイプ REST APIベース URLは選択したままにします
接続 URL サービスの REST APIエンドポイントを入力し

ます。例: https://acme-test-
epmidm.epm.us-
phoenix-1.ocs.oraclecloud.com/
epmcloud/rest/v1

セキュリティ
セキュリティ・ポリシー 基本認証は選択したままにします。
ユーザー名 サービス管理者のユーザー名を入力します
パスワード サービス管理者のパスワードを入力します
アクセス・タイプ Oracle Enterprise Data Management環境に適

切なアクセス・タイプを選択します。
3. 「保存」をクリックして接続パラメータを保存し、次に「テスト」をクリックしてパラメー
タを検証します。

Oracle Databaseの接続の構成
1. 「接続」セクションで、「データベース接続」をクリックします。
2. 「接続の構成」で、次の値を入力します:

フィールド 入力する情報
プロパティ
ホスト データベースのホストを入力します
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フィールド 入力する情報
ポート データベースのポートを入力します
SID システム識別子を入力します(必要な場合)
サービス名 データベース・サービス名を入力します
セキュリティ
セキュリティ・ポリシー ユーザー名パスワード・トークンは選択したまま

にします
ユーザー名 管理者のユーザー名を入力します
パスワード 管理者のパスワードを入力します
アクセス・タイプ 接続性エージェントを選択します

3. エージェント・グループの関連付けをクリックし、接続性エージェントのインストールお
よび構成の手順で構成した接続性エージェントを選択して、「使用」をクリックします。

4. 「保存」をクリックして接続パラメータを保存し、次に「テスト」をクリックしてパラメー
タを検証します。

EDM DB抽出同期統合の構成
次に、データベース表に接続するために統合を構成します。
1. 「統合」セクションで、EDM DB抽出同期統合をクリックします。
統合エディタに統合が表示されます。

2. 下にスクロールして、Invoke uploadExtracttoDatabaseステップを探します。
 

 

3. 「アクション」 をクリックして、「編集」を選択します。
4. 基本情報の編集で、実行する操作は何ですか。を表での操作の実行に設定したままにし、
表で実行する操作は何ですか。を「挿入」に設定したままにします。「続行」をクリックし
ます。

5. 表での編集操作で、「追加」をクリックして表を選択します。「スキーマ」および「表名」
ドロップダウン・フィールドを使用して、抽出したデータ用のデータベース表の作成の手

Chapter 3
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順で作成したスキーマおよび表を選択します。「表タイプ」では、「表」を選択して、「検
索」をクリックします。

6. 検索結果で、表を「使用可能」から「選択済」に移動して、「続行」をクリックします。
7. 「続行」をクリックして、「完了」をクリックします。
8. 「保存」をクリックします。
オプション: 表名の更新
EDM DB抽出同期統合は、抽出したデータ用のデータベース表の作成のステップに従い、
Oracleデータベースに EXTRACT_UPLOADという表を作成している、という前提でコーディング
されます。別の表名を使用している場合は、これらのステップに従い、表の名前を使用して統
合を更新します。
1. 「統合」セクションで、EDM DB抽出同期統合をクリックします。
統合エディタに統合が表示されます。

2. 下にスクロールして、「切替え」セクションの Invoke DeleteDatabaseステップを探しま
す。

Note:

このステップは、抽出から新しいデータを書き込む前に、データベース表から既
存のデータをクリアします。これにより、DB EDM抽出同期統合の実行時に重複
行エラーの発生を防ぎます。

3. 「アクション」 をクリックして、「編集」を選択します。
4. 基本情報の編集で、実行する操作は何ですか。を SQL文の実行に設定したままにし、「続
行」をクリックします。

5. SQL問合せで、EXTRACT_UPLOADを表の名前に置換します。NAMEおよび DESCRIPTION以外
のプロパティを抽出する場合は、それらのプロパティを更新します。

Note:

SQL文には WHERE句が含まれる必要があります。
6. SQL問合せの検証をクリックして、文が有効であることを確認します。
7. 「続行」をクリックして、「完了」をクリックします。
8. 「保存」をクリックします。
DB EDM抽出同期統合の構成
データベース接続を構成します:

1. 「統合」セクションで、DB EDM抽出同期統合をクリックします。
統合エディタに統合が表示されます。

2. 下にスクロールして、Invoke ReadExtractDataステップを探します。
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3. 「アクション」 をクリックして、「編集」を選択します。
4. 基本情報の編集で、実行する操作は何ですか。を表での操作の実行に設定したままにし、
表で実行する操作は何ですか。を「選択」に設定したままにします。「続行」をクリックし
ます。

5. 表での編集操作で、「追加」をクリックして表を選択します。「スキーマ」および「表名」
ドロップダウン・フィールドを使用して、抽出したデータ用のデータベース表の作成の手
順で作成したスキーマおよび表を選択します。「表タイプ」では、「表」を選択して、「検
索」をクリックします。

6. 検索結果で、表を「使用可能」から「選択済」に移動して、「続行」をクリックします。
7. 「続行」をクリックして、「完了」をクリックします。
統合マッピングを検証します:

1. 統合エディタから下にスクロールして、Map CreateFileステップを探します。
 

 

2. 「アクション」 をクリックして、「編集」を選択します。
3. マッピングに次の情報が含まれることを確認します:

Chapter 3

3-4



ソース ターゲット
マッピング・キャンバスの'Name'テキスト・ア
イテム

抽出 1/2: Name (これは、ファイルの名前ヘッダ
ーです)

マッピング・キャンバスの'Description'テキ
スト・アイテム

抽出 1/2: Description (これは、ファイルの説明
ヘッダーです)

ReadExtractData Response、
ExtractUploadCollection、ExtractUpload、
name

抽出 2/2 Name (これは、実際の名前プロパティ
値です)

ReadExtractData Response、
ExtractUploadCollection、ExtractUpload、
description

抽出 2/2 Description (これは、実際の説明プロ
パティ値です)

次のスクリーンショットを例として参照してください:

 

 

4. 「保存」をクリックします。

Chapter 3
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4
レシピのアクティブ化および実行

接続およびその他のリソースを構成した後に、レシピをアクティブ化して実行します。

Note:

統合を実行する前に、接続性エージェントを開始していることを確認してください
(接続性エージェントの開始を参照)。

レシピのアクティブ化
プロジェクト・ワークスペースで、「アクティブ化」をクリックします。「アクティブ化」プロ
ジェクト・パネルで、デフォルトのプロジェクト・デプロイメントを選択し、適切なトレース・
オプションを選択して、「アクティブ化」をクリックします。
EDM DB抽出同期統合の実行
1. プロジェクト・ワークスペースの「統合」セクションで、EDM DB抽出同期統合の「アク
ション」 をクリックし、「実行」を選択します。
構成および実行 Configure and Runページが表示され、このページで要求本文の値を指定
できます。

2. 要求本文タブで、次の値を入力します:

フィールド 入力する情報 例
applicationName 抽出を作成したアプリケーショ

ンの名前。
取得済 GL (レガシー)

dimensionName 抽出を作成したディメンション
の名前。

コスト・センター
extractName 抽出の名前。 CCExtract

3. 「実行」をクリックします。
統合が実行のために発行されます。

4. アクティビティ・ストリームで Oracle Integrationの統合フローの実行をモニターします。
処理が正常に終了しましたというメッセージが表示されるまで、「リフレッシュ」 をク
リックしてアクティビティ・ストリームを更新します。

5. データベースで、作成した表にデータが書き込まれたことを確認します。
DB EDM抽出同期統合の実行
1. プロジェクト・ワークスペースの「統合」セクションで、DB EDM抽出同期統合の「アク
ション」 をクリックし、「実行」を選択します。
構成および実行 Configure and Runページが表示され、このページで要求本文の値を指定
できます。

2. 要求本文タブで、次の値を入力します:
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フィールド 入力する情報 例
viewName データの抽出元のビューポイン

トを含むビューの名前。
取得済 GL (レガシー)

viewpointName データの抽出元のビューポイン
トの名前。

コスト・センター

3. 「実行」をクリックします。
統合が実行のために発行されます。

4. アクティビティ・ストリームで Oracle Integrationの統合フローの実行をモニターします。
データ・マッピングが完了しましたというメッセージが表示されるまで、「リフレッシュ」
をクリックしてアクティビティ・ストリームを更新します。

5. Oracle Enterprise Data Managementで、指定したビューポイントにデータがロードされた
ことを確認します:

a. Oracle Enterprise Data Managementにログインします。
b. 「ビュー」をクリックします。
c. データのロード先のビューポイント(たとえば、取得済 GL (レガシー))を含むビューを
選択します。

d. データのロード先のビューポイント(たとえば、コスト・センター)にナビゲートし、デ
ータベース表からデータがロードされたことを確認します。

Tip:

ビューポイントから、「アクション」 、「ロード」の順にクリックして、ビ
ューポイント・ロード画面にナビゲートします。「履歴」セクションに、実行
した抽出がリストされていることを確認します。
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